



























































































１日目 平成25年７月15日（月・祝） 日本赤十字社 日赤会館201会議室
第１部 基礎講座
13：05―14：05 「病院図書室に配属された担当者の事始め」
講師：千葉県済生会習志野病院 図書室 佐 藤 正 惠
第２部 ?新任者でも困らない図書業務」
メインファシリテーター：小林美香子（伊勢赤十字病院）
14：05―14：25 事例提示「利用者教育」 発表者：塚 越 貴 子（前橋赤十字病院）
14：25―14：45 事例提示「広 報」 発表者：久 高 千 秋（沖縄赤十字病院）











































































































図書室経験３年未満 ３ 16 19
図書室経験３年以上 13 ７ 20























































































































































































カテゴリー デ ー タ
難易度の設定 ・今回初心者向けで大変助かりました。来年度も難しくない内容もあると良いな
と思います
･未経験の方も多く（私を含めて）わからない事例も多くて、少し安心しました
これからもわからないことをいろいろ聞いておきたいと思います
・知識の浅い自分には、今回のような初歩的な内容がとても身になり、話を聞い
ていても楽しかったです
・毎年、新人が参加すると思うので基本的な事を１つでも加えることはいいと思
う。しかし、新しいことも取り入れてほしい
ワークショップ形式への
賛同
・ワークショップは良かったです。自分の意見が言いやすかったです
・ワークショップ形式は、現実的で実際に仕事で活用できる情報があっていいと
思った。次回研修では、図書館見学をとりいれてほしい
・ワークショップ、楽しかったです
時間管理 ・事例報告１つ１つがもう少し時間がほしい
・意見交換の時間が、もう少し長いとよかった
・もう少し時間が欲しいと思いました
研修会の意義 ・とても有意義な研修でした。図書業務はどんどん発展すると思います
・研修会が年に１回だけなのは残念です。他の赤十字の図書室の様子など、うか
がえる機会なので、とても貴重な時間をすごす事ができます
仲間への承認 ・皆さん熱心ですばらしいと思いました
不参加者への配慮 ・研修に参加できない人もいると思うので、終了後HPに内容をのせていただけ
るとよいと思います
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広い層の中で、受講者のレディネス（準備状
態）に応じた研修会を企画することの難しさ
を感じた。
ワークショップについては、各テーマの事
例提示者がグループのファシリテーターを務
め、アイスブレイク後、各テーマについての
討議を進行した。その結果、約８割がワーク
ショップの流れにスムーズに入れ、討議に参
加できたと回答していた。残りの２割につい
ては、テーマに関する知識不足、ワークショッ
プに慣れていないことなどが理由であると推
測された。また、約８割がワークショップの
内容が受講者ニードにそったものであったと
回答していた。これは、受講者が事前に希望
テーマを選択し、受講者ニードに応じたグ
ループに参加できた結果であると考えられ
た。
「明日からの仕事に活かせることを１つ以
上見つけられたと思うか」については、「そう
思う・ややそう思う」と94％が回答した。し
かし、「他者との交流により、自分の仕事に自
信が持てたか」には、「そう思う・ややそう思
う」との回答が67％に留まった。これは、事
例提示後の質疑応答時間を予め設定していな
かったため、時間管理がうまく行えず、ワー
クショップの時間が予定より短くなってし
まったことが影響要因であると考えられた。
この経験から、研修目標を達成するためには、
クッションタイムと呼ばれるフリーの時間を
プログラム中に確保し??、余裕を持ったプロ
グラム構成にする必要があると分かった。
第２部のプログラム全体の満足度は95％と
高かった。満足度の理由の肯定的な内容とし
ては、【知識学習】【現状理解】【悩みの共有】
【仕事へのやる気】【難易度の設定】があり、
改善提案としては【時間管理】があった。
また、「今回のワークショップで一番印象に
残ったこと」の設問に対しては、全て肯定的
な記述であり、【仕事へのやる気】【参考事例】
【悩みの共有】【顔の見える関係】【ワーク
ショップ形式への賛同】【内容理解】【自施設
との比較】の７つのカテゴリーが得られた。
ワークショップを取り入れた研修は、日赤
図書室協議会の会員であるという共通認識を
ベースに、互いの共通点を見つけ、仲間意識
を感じる機会にもなっていた。また、所属組
織では独りで仕事をすることの多い参加者の
ネットワークづくりのきっかけとなってお
り、仕事に対する動機づけの場にもなってい
た。
?．結論
参加者が主体となって参加できるワーク
ショップを取り入れた研修の構成はよかった
が、時間配分に課題が残った。
今後は、司書資格保持者である日赤図書室
協議会会員からのアドバイスを得ながら、日
本赤十字社の図書室全体としてベースアップ
が図れるよう、ワークショップをプログラム
に組み入れた研修を積極的に企画していきた
い。
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